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● 食材高騰による小中学校の給食費について
● すくすく育成奨励金の見直しについて

その他の質問
・物価高騰による福祉施設への支援について　・８月４日の水害被害の検証について
・男性用トイレにサニタリーボックスを設置することについて

　
　

小
中
学
校
の
給
食
に
お
い

て
、
近
頃
の
食
材
の
値
上
げ
は
大

い
に
影
響
が
あ
る
と
思
う
が
、
保

護
者
に
負
担
を
か
け
な
い
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
の

か
現
状
を
伺
う
。

　
ま
た
、
３
中
学
校
を
再
編
し
て

新
中
学
校
に
し
た
場
合
、
給
食
費

の
無
償
化
が
で
き
な
い
の
か
市
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
小
・
中
学
校
を
問
わ
ず
、
栄

養
な
ど
給
食
の
質
が
悪
く
な
ら
な

い
よ
う
に
献
立
等
を
工
夫
し
、
給

食
費
の
値
上
げ
が
な
い
よ
う
努
力

し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
場
の
努

力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
場

合
、
値
上
げ
を
お
願
い
せ
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
に
直

面
す
る
生
活
者
支
援
の
一
環
と
し

て
、
６
月
補
正
で
認
め
ら
れ
、
18

歳
以
下
の
子
ど
も
全
員
に
６
万
円

を
給
付
し
た
「
か
つ
や
ま
っ
子
元

気
応
援
臨
時
給
付
金
」
は
、
こ
の

よ
う
な
事
態
も
想
定
し
た
も
の

で
、
も
し
給
食
費
を
増
額
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
、
保
護
者
に
は
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
小
・
中

学
校
で
差
を
つ
け
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
　

　
中
学
校
再
編
後
の
給
食
費
の
無

償
化
は
、
経
済
状
況
の
推
移
や
新

中
学
校
の
特
色
な
ど
様
々
な
観
点

か
ら
小
学
校
の
給
食
費
も
併
せ
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
の
子
育
て
支
援
に
、
第
３

子
以
降
の
乳
幼
児
に
一
律
20
万
円

を
一
括
交
付
す
る
「
す
く
す
く
育

成
奨
励
金
」
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
昨
今
の
晩
婚
化
に
よ

り
子
ど
も
は
２
人
ま
で
と
か
、
不

妊
治
療
で
苦
労
し
て
１
人
だ
け
と

い
う
家
庭
も
あ
る
。
ま
た
、
年
々

出
産
費
用
が
高
く
な
っ
て
い
る
現

状
も
踏
ま
え
、
１
人
目
か
ら
全
員

に
10
万
円
を
支
給
す
る
方
が
い
い

と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
す
く
す
く
育
成
奨
励
金
に
よ

る
人
口
減
少
の
抑
制
効
果
は
限
定

的
と
な
っ
て
い
る
が
、
対
象
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
と
、
そ

の
経
済
的
な
効
果
は
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
一
方
、
勝
山
市
育
英
資
金
奨
学

金
制
度
を
、
貸
与
型
か
ら
返
済
不

要
の
給
付
型
に
切
り
替
え
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

　
出
生
か
ら
成
人
ま
で
の
子
育
て

期
間
に
お
け
る
支
援
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
金
額
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
お
り
、
す
く
す
く
育

成
奨
励
金
の
制
度
改
正
も
、
こ
の

奨
学
金
制
度
の
改
正
と
併
せ
て
庁

内
全
体
で
検
討
し
て
い
く
。

● 令和４年８月４日大雨災害について
● 子供のワクチン接種について

その他の質問
・業務改善助成金の活用について　・道の駅 恐竜渓谷かつやまの駐車場について
・サニタリーボックス（汚物入れ）の設置について

● 平泉寺白山神社三十三式年祭にあたって
● 市民交流センターについて

その他の質問
・勝山市市民憲章について
・広報紙「広報かつやま」について

　
　
平
泉
寺
白
山
神
社
33
年
目
の

「
お
開
帳
」
が
令
和
７
年
に
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。

　
前
回
の
平
成
４
年
は
、
国
立
公

園
昇
格
30
周
年
記
念
行
事
と
し

て
、
お
開
帳
に
あ
や
か
っ
て
市
主

催
記
念
式
典
、
各
種
行
事
が
催
さ

れ
た
。

　
今
度
の
お
開
帳
に
あ
た
っ
て
、

市
の
取
り
組
み
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
式
年
祭
の
前
年
（
令
和
６

年
）
に
勝
山
市
は
市
制
施
行
70
周

年
を
迎
え
る
。
ま
た
、
令
和
６
年

春
の
北
陸
新
幹
線
福
井
駅
・
敦
賀

駅
開
業
や
令
和
８
年
の
中
部
縦
貫

自
動
車
道
の
県
内
全
線
開
通
が
予

定
さ
れ
る
な
ど
、
式
年
祭
の
前
後

に
は
重
要
な
観
光
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
が
集
中
す
る
。

　
市
は
、
式
年
祭
の
中
心
と
な
る

平
泉
寺
白
山
神
社
や
地
元
平
泉
寺

区
と
協
力
し
、
記
念
行
事
や
観
光

振
興
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と

で
気
運
の
盛
り
上
げ
や
Ｐ
Ｒ
、
来

訪
者
の
受
け
入
れ
な
ど
を
進
め
て

い
く
。

　
詳
細
は
、
地
元
の
平
泉
寺
区
と

協
議
し
、
早
期
に
平
泉
寺
白
山
神

社
な
ど
関
係
者
の
意
向
を
伺
い
、

役
割
分
担
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整

を
図
っ
て
い
く
。

●　

現
在
、
勝
山
市
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
内
の
５
機
能
の
う
ち
、

「
湯
っ
た
り
勝
山
」は
休
業
し
、
ま

た
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
カ
ン
ガ
ル
ー
の
お
部
屋
」は
閉
館

し
、
す
こ
や
か
に
機
能
を
移
し
て

相
談
所
と
し
て
開
設
し
て
い
る
。

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
公
共
施

設
と
し
て
の
今
後
の
見
通
し
を
伺

う
。

　
　
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に
対

応
す
る
た
め
、
令
和
２
年
４
月
末

か
ら
湯
っ
た
り
勝
山
の
入
浴
機
能

は
休
業
と
な
っ
て
い
る
。
介
護
予

防
教
室
に
つ
い
て
は
内
容
を
見
直

し
、
湯
っ
た
り
勝
山
で
継
続
し
て

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市

内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
運

動
指
導
と
送
迎
付
き
の
教
室
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
継
続
し
て

高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
を
推
進

し
て
い
く
。

　
開
館
を
停
止
し
て
い
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
、
す
こ

や
か
内
で
相
談
業
務
を
中
心
に

様
々
な
工
夫
を
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
。
健
康
体
育
課
の
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
、
福
祉
児
童
課
の

保
育
士
な
ど
の
支
援
に
よ
っ
て
充

実
し
た
相
談
体
制
が
確
保
で
き
て

お
り
、
当
面
は
現
在
の
す
こ
や
か

内
で
の
運
営
を
続
け
て
い
く
。

● 令和４年８月大雨災害について

　
　
①
令
和
４
年
８
月
大
雨
災
害

に
対
す
る
市
長
の
見
解
に
つ
い
て

　
今
回
の
大
雨
災
害
に
対
す
る
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

　
②
被
災
者
に
対
す
る
勝
山
市
の

見
舞
金
を
含
む
支
援
制
度
に
つ
い

て※
　
今
回
の
災
害
に
対
し
て
、
国
、

県
、
勝
山
市
は
被
災
者
に
対
し
て

支
援
や
見
舞
金
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
被
災
者
に
対
す
る
支
援
金
や
見

舞
金
の
金
額
が
、
床
上
浸
水
の
場

合
と
床
下
浸
水
の
差
が
と
て
も
大

き
い
と
感
じ
る
。
床
下
浸
水
の
被

害
を
受
け
た
家
屋
で
も
、
座
敷
の

畳
を
全
て
ま
く
っ
て
敷
板
も
外
し

土
砂
を
取
り
除
い
て
い
る
。
床
上

の
場
合
と
何
ら
変
わ
り
が
な
い
こ

と
を
思
え
ば
、
床
上
、
床
下
の
区

別
も
臨
機
応
変
に
現
状
第
一
の
対

応
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
①
今
回
の
大
雨
災
害
で
被
災

さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
酷
暑
の

中
、
支
援
活
動
に
参
加
さ
れ
た
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
物
資
、

支
援
金
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
支

援
者
に
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
申

し
上
げ
る
。

　
多
く
の
家
屋
等
が
床
上
、
床
下

浸
水
し
、
農
地
や
水
路
等
に
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
た
。
幸
い
に
し

て
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
改

め
て
自
然
災
害
の
脅
威
を
思
い
知

ら
さ
れ
、
市
民
の
安
全
安
心
の
た

め
の
防
災
減
災
対
策
の
重
要
性
を

痛
感
し
た
。

　
１
か
月
が
経
過
し
た
今
も
市
内

各
所
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
、
完

全
復
旧
に
は
多
く
の
労
力
と
長
い

時
間
を
要
す
る
状
況
で
あ
る
。
１

日
も
早
い
復
旧
を
市
の
最
優
先
事

項
と
し
、
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
き
め
細
か
な
被
災

者
支
援
を
進
め
て
い
く
。

　
災
害
発
生
の
初
期
に
お
い
て

は
、
共
助
の
体
制
が
あ
る
か
ど
う

か
が
重
要
で
、
そ
の
要
と
な
る
自

主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
な

い
地
区
に
は
、
組
織
の
立
ち
上
げ

を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
市
議
会
や
区
長
会
と
一

体
と
な
っ
て
、
地
域
防
災
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

　
②
下
牧
議
員
へ
の
答
弁
で
も
申

し
上
げ
た
が
、
災
害
見
舞
金
は
、

「
お
見
舞
い
」
と
い
う
性
質
で
あ

り
、
金
額
に
つ
い
て
は
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

※4ページ参照
　
　
８
月
４
日
に
発
生
し
た
大
雨

災
害
で
荒
土
町
伊
波
地
区
、
皿
川

の
氾
濫
箇
所
の
堤
防
の
か
さ
上
げ

工
事
や
川
底
の
掘
削
工
事
が
必
要

で
な
は
い
か
。
ま
た
、
あ
ま
ご
の

宿
付
近
、
野
津
又
川
の
護
岸
崩
壊

の
復
旧
工
事
の
対
応
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
大
勢
集
ま
る
と
こ
ろ
へ

の
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
、
酷
暑
の

中
で
の
作
業
の
た
め
、
飲
み
物
を

冷
や
す
簡
易
な
冷
蔵
庫
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
杉
本
知
事
が
、
福
井
県
が
管

理
す
る
一
級
河
川
皿
川
の
護
岸
決

壊
箇
所
や
伊
波
区
の
浸
水
状
況
を

確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
奥
越
土
木

事
務
所
か
ら
護
岸
崩
壊
箇
所
の
復

旧
工
事
だ
け
で
な
く
堤
防
の
か
さ

上
げ
や
浚
渫
（
川
底
の
掘
削
工

事
）
を
合
わ
せ
て
実
施
す
る
と
聞

い
て
い
る
。

　
野
津
又
川
は
、
土
木
事
務
所
の

管
轄
範
囲
と
勝
山
市
の
管
轄
範
囲

が
あ
り
、
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た

横
倉
区
の
あ
ま
ご
の
宿
付
近
の
護

岸
は
、
勝
山
市
が
災
害
復
旧
事
業

と
し
て
申
請
し
て
い
る
。
災
害
査

定
で
認
め
ら
れ
次
第
、
復
旧
工
事

に
着
手
す
る
。

　
仮
設
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
災

害
発
生
３
日
後
か
ら
の
設
置
と
な

り
、
今
後
は
災
害
発
生
直
後
か
ら

対
応
し
た
い
。

　
バ
ッ
テ
リ
ー
を
電
源
と
す
る

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
中
の
熱
中
症
対
策
の

た
め
被
災
現
場
で
使
用
し
た
。
今

回
は
、
被
災
個
所
が
限
定
さ
れ
て

い
て
10
台
で
不
足
は
な
か
っ
た
が
、

今
後
の
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
と

し
て
買
い
増
し
を
検
討
す
る
。

　
　
日
本
小
児
科
学
会
は
８
月
10

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
５
〜
17
歳
へ
の
接
種
に
つ

い
て
、
従
来
の
「
意
義
が
あ
る
」

と
の
見
解
を
「
推
奨
す
る
」
に
強

め
た
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
努
力
義
務
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
対
象
外
だ
っ
た
５

〜
11
歳
に
も
９
月
６
日
、
適
用
が

決
ま
っ
た
。

　
新
学
期
に
入
り
、
子
ど
も
の
感

染
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
あ
く
ま
で
も
本
人
と
保
護
者
が

納
得
し
た
上
で
判
断
す
る
も
の
な

の
で
、
保
護
者
へ
の
よ
り
丁
寧
な

情
報
の
周
知
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　
　
今
後
の
子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
向
け
て
、
勝
山
市
医
師

会
の
協
力
の
も
と
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
チ
ラ
シ
等
で
ワ
ク
チ
ン
に
関

す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
掲
載

し
て
い
く
。

し
ゅ
ん
せ
つ

安
岡
孝
一
議
員
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● 食材高騰による小中学校の給食費について
● すくすく育成奨励金の見直しについて

その他の質問
・物価高騰による福祉施設への支援について　・８月４日の水害被害の検証について
・男性用トイレにサニタリーボックスを設置することについて

　
　

小
中
学
校
の
給
食
に
お
い

て
、
近
頃
の
食
材
の
値
上
げ
は
大

い
に
影
響
が
あ
る
と
思
う
が
、
保

護
者
に
負
担
を
か
け
な
い
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
の

か
現
状
を
伺
う
。

　
ま
た
、
３
中
学
校
を
再
編
し
て

新
中
学
校
に
し
た
場
合
、
給
食
費

の
無
償
化
が
で
き
な
い
の
か
市
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
小
・
中
学
校
を
問
わ
ず
、
栄

養
な
ど
給
食
の
質
が
悪
く
な
ら
な

い
よ
う
に
献
立
等
を
工
夫
し
、
給

食
費
の
値
上
げ
が
な
い
よ
う
努
力

し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
場
の
努

力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
場

合
、
値
上
げ
を
お
願
い
せ
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
に
直

面
す
る
生
活
者
支
援
の
一
環
と
し

て
、
６
月
補
正
で
認
め
ら
れ
、
18

歳
以
下
の
子
ど
も
全
員
に
６
万
円

を
給
付
し
た
「
か
つ
や
ま
っ
子
元

気
応
援
臨
時
給
付
金
」
は
、
こ
の

よ
う
な
事
態
も
想
定
し
た
も
の

で
、
も
し
給
食
費
を
増
額
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
、
保
護
者
に
は
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
小
・
中

学
校
で
差
を
つ
け
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
　

　
中
学
校
再
編
後
の
給
食
費
の
無

償
化
は
、
経
済
状
況
の
推
移
や
新

中
学
校
の
特
色
な
ど
様
々
な
観
点

か
ら
小
学
校
の
給
食
費
も
併
せ
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
の
子
育
て
支
援
に
、
第
３

子
以
降
の
乳
幼
児
に
一
律
20
万
円

を
一
括
交
付
す
る
「
す
く
す
く
育

成
奨
励
金
」
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
昨
今
の
晩
婚
化
に
よ

り
子
ど
も
は
２
人
ま
で
と
か
、
不

妊
治
療
で
苦
労
し
て
１
人
だ
け
と

い
う
家
庭
も
あ
る
。
ま
た
、
年
々

出
産
費
用
が
高
く
な
っ
て
い
る
現

状
も
踏
ま
え
、
１
人
目
か
ら
全
員

に
10
万
円
を
支
給
す
る
方
が
い
い

と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
す
く
す
く
育
成
奨
励
金
に
よ

る
人
口
減
少
の
抑
制
効
果
は
限
定

的
と
な
っ
て
い
る
が
、
対
象
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
と
、
そ

の
経
済
的
な
効
果
は
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
一
方
、
勝
山
市
育
英
資
金
奨
学

金
制
度
を
、
貸
与
型
か
ら
返
済
不

要
の
給
付
型
に
切
り
替
え
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

　
出
生
か
ら
成
人
ま
で
の
子
育
て

期
間
に
お
け
る
支
援
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
金
額
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
お
り
、
す
く
す
く
育

成
奨
励
金
の
制
度
改
正
も
、
こ
の

奨
学
金
制
度
の
改
正
と
併
せ
て
庁

内
全
体
で
検
討
し
て
い
く
。

● 令和４年８月４日大雨災害について
● 子供のワクチン接種について

その他の質問
・業務改善助成金の活用について　・道の駅 恐竜渓谷かつやまの駐車場について
・サニタリーボックス（汚物入れ）の設置について

● 平泉寺白山神社三十三式年祭にあたって
● 市民交流センターについて

その他の質問
・勝山市市民憲章について
・広報紙「広報かつやま」について

　
　
平
泉
寺
白
山
神
社
33
年
目
の

「
お
開
帳
」
が
令
和
７
年
に
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。

　
前
回
の
平
成
４
年
は
、
国
立
公

園
昇
格
30
周
年
記
念
行
事
と
し

て
、
お
開
帳
に
あ
や
か
っ
て
市
主

催
記
念
式
典
、
各
種
行
事
が
催
さ

れ
た
。

　
今
度
の
お
開
帳
に
あ
た
っ
て
、

市
の
取
り
組
み
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
式
年
祭
の
前
年
（
令
和
６

年
）
に
勝
山
市
は
市
制
施
行
70
周

年
を
迎
え
る
。
ま
た
、
令
和
６
年

春
の
北
陸
新
幹
線
福
井
駅
・
敦
賀

駅
開
業
や
令
和
８
年
の
中
部
縦
貫

自
動
車
道
の
県
内
全
線
開
通
が
予

定
さ
れ
る
な
ど
、
式
年
祭
の
前
後

に
は
重
要
な
観
光
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
が
集
中
す
る
。

　
市
は
、
式
年
祭
の
中
心
と
な
る

平
泉
寺
白
山
神
社
や
地
元
平
泉
寺

区
と
協
力
し
、
記
念
行
事
や
観
光

振
興
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と

で
気
運
の
盛
り
上
げ
や
Ｐ
Ｒ
、
来

訪
者
の
受
け
入
れ
な
ど
を
進
め
て

い
く
。

　
詳
細
は
、
地
元
の
平
泉
寺
区
と

協
議
し
、
早
期
に
平
泉
寺
白
山
神

社
な
ど
関
係
者
の
意
向
を
伺
い
、

役
割
分
担
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整

を
図
っ
て
い
く
。

●　

現
在
、
勝
山
市
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
内
の
５
機
能
の
う
ち
、

「
湯
っ
た
り
勝
山
」は
休
業
し
、
ま

た
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
カ
ン
ガ
ル
ー
の
お
部
屋
」は
閉
館

し
、
す
こ
や
か
に
機
能
を
移
し
て

相
談
所
と
し
て
開
設
し
て
い
る
。

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
公
共
施

設
と
し
て
の
今
後
の
見
通
し
を
伺

う
。

　
　
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に
対

応
す
る
た
め
、
令
和
２
年
４
月
末

か
ら
湯
っ
た
り
勝
山
の
入
浴
機
能

は
休
業
と
な
っ
て
い
る
。
介
護
予

防
教
室
に
つ
い
て
は
内
容
を
見
直

し
、
湯
っ
た
り
勝
山
で
継
続
し
て

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市

内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
運

動
指
導
と
送
迎
付
き
の
教
室
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
継
続
し
て

高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
を
推
進

し
て
い
く
。

　
開
館
を
停
止
し
て
い
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
、
す
こ

や
か
内
で
相
談
業
務
を
中
心
に

様
々
な
工
夫
を
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
。
健
康
体
育
課
の
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
、
福
祉
児
童
課
の

保
育
士
な
ど
の
支
援
に
よ
っ
て
充

実
し
た
相
談
体
制
が
確
保
で
き
て

お
り
、
当
面
は
現
在
の
す
こ
や
か

内
で
の
運
営
を
続
け
て
い
く
。

● 令和４年８月大雨災害について

　
　
①
令
和
４
年
８
月
大
雨
災
害

に
対
す
る
市
長
の
見
解
に
つ
い
て

　
今
回
の
大
雨
災
害
に
対
す
る
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

　
②
被
災
者
に
対
す
る
勝
山
市
の

見
舞
金
を
含
む
支
援
制
度
に
つ
い

て※
　
今
回
の
災
害
に
対
し
て
、
国
、

県
、
勝
山
市
は
被
災
者
に
対
し
て

支
援
や
見
舞
金
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
被
災
者
に
対
す
る
支
援
金
や
見

舞
金
の
金
額
が
、
床
上
浸
水
の
場

合
と
床
下
浸
水
の
差
が
と
て
も
大

き
い
と
感
じ
る
。
床
下
浸
水
の
被

害
を
受
け
た
家
屋
で
も
、
座
敷
の

畳
を
全
て
ま
く
っ
て
敷
板
も
外
し

土
砂
を
取
り
除
い
て
い
る
。
床
上

の
場
合
と
何
ら
変
わ
り
が
な
い
こ

と
を
思
え
ば
、
床
上
、
床
下
の
区

別
も
臨
機
応
変
に
現
状
第
一
の
対

応
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
①
今
回
の
大
雨
災
害
で
被
災

さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
酷
暑
の

中
、
支
援
活
動
に
参
加
さ
れ
た
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
物
資
、

支
援
金
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
支

援
者
に
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
申

し
上
げ
る
。

　
多
く
の
家
屋
等
が
床
上
、
床
下

浸
水
し
、
農
地
や
水
路
等
に
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
た
。
幸
い
に
し

て
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
改

め
て
自
然
災
害
の
脅
威
を
思
い
知

ら
さ
れ
、
市
民
の
安
全
安
心
の
た

め
の
防
災
減
災
対
策
の
重
要
性
を

痛
感
し
た
。

　
１
か
月
が
経
過
し
た
今
も
市
内

各
所
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
、
完

全
復
旧
に
は
多
く
の
労
力
と
長
い

時
間
を
要
す
る
状
況
で
あ
る
。
１

日
も
早
い
復
旧
を
市
の
最
優
先
事

項
と
し
、
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
き
め
細
か
な
被
災

者
支
援
を
進
め
て
い
く
。

　
災
害
発
生
の
初
期
に
お
い
て

は
、
共
助
の
体
制
が
あ
る
か
ど
う

か
が
重
要
で
、
そ
の
要
と
な
る
自

主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
な

い
地
区
に
は
、
組
織
の
立
ち
上
げ

を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
市
議
会
や
区
長
会
と
一

体
と
な
っ
て
、
地
域
防
災
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

　
②
下
牧
議
員
へ
の
答
弁
で
も
申

し
上
げ
た
が
、
災
害
見
舞
金
は
、

「
お
見
舞
い
」
と
い
う
性
質
で
あ

り
、
金
額
に
つ
い
て
は
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。
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８
月
４
日
に
発
生
し
た
大
雨

災
害
で
荒
土
町
伊
波
地
区
、
皿
川

の
氾
濫
箇
所
の
堤
防
の
か
さ
上
げ

工
事
や
川
底
の
掘
削
工
事
が
必
要

で
な
は
い
か
。
ま
た
、
あ
ま
ご
の

宿
付
近
、
野
津
又
川
の
護
岸
崩
壊

の
復
旧
工
事
の
対
応
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
大
勢
集
ま
る
と
こ
ろ
へ

の
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
、
酷
暑
の

中
で
の
作
業
の
た
め
、
飲
み
物
を

冷
や
す
簡
易
な
冷
蔵
庫
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
杉
本
知
事
が
、
福
井
県
が
管

理
す
る
一
級
河
川
皿
川
の
護
岸
決

壊
箇
所
や
伊
波
区
の
浸
水
状
況
を

確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
奥
越
土
木

事
務
所
か
ら
護
岸
崩
壊
箇
所
の
復

旧
工
事
だ
け
で
な
く
堤
防
の
か
さ

上
げ
や
浚
渫
（
川
底
の
掘
削
工

事
）
を
合
わ
せ
て
実
施
す
る
と
聞

い
て
い
る
。

　
野
津
又
川
は
、
土
木
事
務
所
の

管
轄
範
囲
と
勝
山
市
の
管
轄
範
囲

が
あ
り
、
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た

横
倉
区
の
あ
ま
ご
の
宿
付
近
の
護

岸
は
、
勝
山
市
が
災
害
復
旧
事
業

と
し
て
申
請
し
て
い
る
。
災
害
査

定
で
認
め
ら
れ
次
第
、
復
旧
工
事

に
着
手
す
る
。

　
仮
設
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
災

害
発
生
３
日
後
か
ら
の
設
置
と
な

り
、
今
後
は
災
害
発
生
直
後
か
ら

対
応
し
た
い
。

　
バ
ッ
テ
リ
ー
を
電
源
と
す
る

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
中
の
熱
中
症
対
策
の

た
め
被
災
現
場
で
使
用
し
た
。
今

回
は
、
被
災
個
所
が
限
定
さ
れ
て

い
て
10
台
で
不
足
は
な
か
っ
た
が
、

今
後
の
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
と

し
て
買
い
増
し
を
検
討
す
る
。

　
　
日
本
小
児
科
学
会
は
８
月
10

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
５
〜
17
歳
へ
の
接
種
に
つ

い
て
、
従
来
の
「
意
義
が
あ
る
」

と
の
見
解
を
「
推
奨
す
る
」
に
強

め
た
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
努
力
義
務
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
対
象
外
だ
っ
た
５

〜
11
歳
に
も
９
月
６
日
、
適
用
が

決
ま
っ
た
。

　
新
学
期
に
入
り
、
子
ど
も
の
感

染
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
あ
く
ま
で
も
本
人
と
保
護
者
が

納
得
し
た
上
で
判
断
す
る
も
の
な

の
で
、
保
護
者
へ
の
よ
り
丁
寧
な

情
報
の
周
知
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　
　
今
後
の
子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
向
け
て
、
勝
山
市
医
師

会
の
協
力
の
も
と
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
チ
ラ
シ
等
で
ワ
ク
チ
ン
に
関

す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
掲
載

し
て
い
く
。

し
ゅ
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せ
つ
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